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京都グリーンCPS発足と活動紹介
～サプライチェーンの連携強化～
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「京都グリーンCPS」の活動概要
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「京都グリーンCPS」 の概要目的と狙い

• 各事業者は脱炭素活動を推進していかなければならない状況下ではあるが、
その具体的な進め方については不透明で明確にされていない現状がある。この
問題については個社で対応することの限界があり、問題意識を共有する地域
企業で集まって共通活動を行うことで、脱炭素活動を加速する。

• 特に脱炭素活動へ向けてのアプローチでは、エネマネや算定手法の知識取得
などに留まらず、事業部やサプライヤの巻き込み、また、製品設計から循環経
済の構築まで、幅広い。そのため、いくつかのテーマを定めて、各テーマに対応
するセグメントとして活動を進め、各社の実務活動へと落とし込んでいくための
メソドロジを確立する。
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「京都グリーンCPS」の活動概要

A: 製品軸での評価・開示

今後のGHG排出量算定は世
界的に製品軸（CFP）で進
む流れ。スコープ1,2とともにス
コープ3に関する活動量の考え
方や、また、活動量の取得方
法の実現手段や手法の確立
を目指して活動を推進する。

B: エコデザイン

GHG排出量削減にとどまらず、
資源循環の考え方はモノづくり
の大きな潮流となってくる。その
ため、製品設計から使用、廃
棄に至るまで、リサイクル、リ
ユースに係るサーキュラーエコノ
ミの考え方について探索を行う。

C:サプライヤ・マネジメント

GHG排出量の削減フェーズに
入っている今日、その活動の実
行主体は環境部門から事業
部門やサプライヤ等の関係企
業に移っていく。そのため、それ
らの組織のインクルージョンを
図っていくマネジメント手法の確
立を進める。

D: 情報共有・コラボ

環境問題対応の難しさは、国
内外の多くの評価制度やガイ
ドラインは確立しておらず、今
後も変化していくことにある。新
しい動きや評価の考え方の変
化をいち早く得て、会員各社の
実務活動へ展開していく活動
を進める。

以下のセグメントで活動を開始、各セグメントの成果、アウトプットは協議会内外で発信し、地域産業へ貢献

脱炭素活動は「知る・測る」から「減らす」段階に移る中で、脱炭素方式メソドロジを確立するとともに経営層から製品開発、
製造やサプライヤ、また、市場との連携での合目的性の確立が重要、そのためのネットワークづくりや意識醸成を図ります。

info@greencps.com https://greencps.com/
京都事務局：京都市東山区三条通白川橋東入三丁目夷町155 きづきアーキテクト内
東京事務局：東京都中央区日本橋小伝馬町10-14 アソルティ小伝馬町Lien 8F

mailto:info@greencps.com
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脱炭素活動に向けて、各組織への連携戦略を推進
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知識取得
動向調査 戦略検討、業務連携メソドロジ開発

業務への組み込み

業務サイド
事業部

本社サイド
環境部門

開示

経済×環境の成立
メソドロジ確立

政策提言取り組み宣言

経営層
戦略理解

展開手法の理解

サプライヤ 同期した活動

協力関係の構築

コーポレート環境戦略

意識醸成

人材育成講座
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川島織物セルコンさんの取り組み／サプライヤ・エンゲージメント

サプライヤ・エンゲージメント活動を通じて自社のGHG排出量の削減を推進する
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自社 顧客

サプライヤ
サプライヤ
サプライヤ
サプライヤ
サプライヤ
サプライヤ
サプライヤ
サプライヤ
サプライヤ

サプライヤ・エンゲージメント

〇〇％の削減 〇〇％の削減 Gate
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メイン・テーマ：「GX to DX のキャズムを超える」

Copyright Green CPS Consortium. 8

GX DX

環境部門（本社）

製造部門（事業部）

GHG開示、削減

QCD、収益性

＜ミッションのギャップ＞ ＜データのギャップ＞

総量から製品毎の1次データ視点へ

稼働率、OEE等の設備視点が軸

ビジネス構造改革

業務ミッション再定義

CPSによるインターオペラビリティ

意識改革・人材育成

キャズムを超えるアプローチ
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ビジネス構造改革

業務ミッション再定義

CPSによるインターオペラビリティ

意識改革・人材育成

キャズムを超えるアプローチ

C:サプライヤ・マネジメント



Copyright: Green CPS Consortium

川島織物セルコン／会社概要
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株式会社川島織物セルコン (KAWASHIMA SELKON TEXTILES CO.,LTD. )

本社所在地 〒601-1123 京都府京都市左京区静市市原町265

創 業 1843年（天保14） 2月26日

資 本 金 100百万円

売 上 高 25,065百万円 （2024年3月期）

営業利益 243百万円 （2024年3月期）

従業員数 936名 （2024年7月1日現在）

事業概要

【身装・美術工芸事業】

帯、緞帳、祭礼幕、和装小物などの製造販売

【インテリア事業】

カーテン・カーペット、壁装、インテリア小物などの製造販売、室内装飾工
事
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川島織物セルコン／会社概要

身装・美術工芸事業 インテリア事業
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川島織物セルコン／環境活動のあゆみ
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川島織物セルコン／これまでの環境活動

■廃棄漁網などからリサイクルした100％再生糸の利用

アクアフィル社開発の再生糸を、多くのタイルカーペットに使用し

ています。世界の沿岸地域において問題となっている、海洋に廃

棄された漁網などから再生された水平循環型のリサイクル

100％ナイロン（エコニール）を積極的に取り入れることで、海

洋汚染の防止に寄与します。
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川島織物セルコン／これまでの環境活動

■ 循環型リサイクルシステム（マテリアルリサイクル）

2003年に業界ではじめて使用済みタイルカーペットを再利用する
システム「e-RECYCLED」を構築しました。
現場で出る廃材を捨てるのではなく、再び資源に変えて、タイル
カーペットやビニル床タイルにリサイクルする取り組みを20年以上
継続しています。

■ エコ･ファーストの約束

環境先進企業としての取り組み
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SBT取得と脱炭素取り組みへ向けた活動
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■2030年GHG排出量削減目標がSBT認定を取得

GHGはサプライチェーンで繋がっている

・2019年度を基準年とし2030年度までに

  scope1+2  47％削減

scope3category1  27.8％削減

・Scope3category1 サプライヤーの80%が

 2027年度までにSBT目標を設定する。

脱炭素活動を進めるためには
サプライヤの協力が必要

サプライチェーンで連携し
     脱炭素活動で
         競争力を高める！
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活動計画
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ステップ１／サプライヤを巻き込む活動を開始

脱炭素の取り組みに関する説明会
（グリーンCPS協議会のご協力）

サプライヤ各社向けの調査アンケート
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説明会、アンケートを通じたサプライヤ巻き込みへの手ごたえ
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今後の活動計画、狙い
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サプライヤ各社様と協力し合って進めていくことが、サプライチェーン全体での競争力を高めるとともに、
 業界全体の成長と環境社会への貢献に繋がる！

川
島
織
物
セ
ル
コ
ン

サ
プ
ラ
イ
ヤ
【
活
動
モ
デ
ル
】

連携

現状ヒアリング、課題の共有

GHG算定および目標設定の支援
（京都グリーンCPSの活動参画）

算定結果の共有・データ連携

削減方策の検討・効果の反映

サプライヤ
サプライヤ

サプライヤ

・・・

・・・
サプライヤ

サプライヤ

サプライヤ

・・・

・・・
サプライヤ

サプライヤ

サプライヤ

・・・

・・・

サプライヤ
サプライヤ

サプライヤ ・・・

・・・

水平展開
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ステップ１／サプライヤを巻き込む活動を開始
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サプライヤ向け説明会を実施
（問題意識や実施構想を説明）

サプライヤの意識調査
（アンケートで個社の意識を確認）

サプライヤ個社活動の提案
（個社別の推進を支援）

サプライヤ・エンゲージメント推進
（サプライチェーン全体での活動）
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「京都グリーンCPS」 の概要、目的と狙い

• 目的

– 各事業者は脱炭素活動を推進していかなければならない状況下ではあるが、その具体的な進め方につい
ては不透明で明確にされていない現状がある。この問題については個社で対応することの限界があり、問
題意識を共有する地域企業で集まり、共通活動を行うことで、脱炭素活動を加速する。

– 特に脱炭素活動へ向けてのアプローチでは、エネマネや算定手法の知識取得などに留まらず、事業部やサ
プライヤの巻き込み、また、製品設計から循環経済の構築まで、幅広い。現状、これらのアプローチは確立
されているとは到底、言えない状況である。そのため、いくつかのテーマを定めて、各テーマに対応するセグメ
ントとして活動を進め、各社の実務活動へと落とし込んでいくためのメソドロジを確立する。

– これらの成果は、未だ明確化されていない脱炭素活動を進めるための業務手法であり、業界や地域社会
へ対して進むべき道や具体的な打ち手、手法を提供することで、地域のリーディング活動として貢献する。

• 狙い

– 脱炭素問題における事業者における最大の問題のひとつは、環境対応と経済性（経営）は両立するこ
とが難しいと認識されていることがある。この問題に対応するための経営戦略的なアプローチと手法を構築
し、コスト問題としてしか映らない脱炭素活動を付加価値化していくための考え方を普及させる。

– 特に、脱炭素活動は「知る・測る」から「減らす」段階に移る中で、経営層から事業部やサプライヤ、また、
市場・顧客との合目的性を確立することに意義があるため、これらのネットワークづくり、意識醸成を図る。
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